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※令和３年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

市内に住宅用地球温暖化対策設備の設置が増えることで、地域の脱炭素化が進み、地球温暖
化対策となる。

電気小売事業者による発電した電気の固定価格買取制度が終了したことにより、電気の売電価
格が安くなり、販売するのではなく蓄電池を購入し発電した電気を自己消費するようになったた
め、太陽光発電システムの単体設置が減少し、家庭用充電池が大幅に増加している。

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

　　－

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 　－

補助率、補助額
補助対象経費の額に相当する額、（太陽光発電システムは、太
陽電池モジュールの最大出力値1KWあたり、10,000円を乗じて
得た額

補助限度額

（1件あたり）家庭用蓄電池：50,000円、HEMS：10,000円、電気
自動車充給電設備：50,000円
家庭用燃料電池：50,000円、一体的導入【太陽光発電システ
ム：40,000円+家庭用蓄電池+HEMS】

精算の有無
（変更交付）

その理由
設置した設備が申請時と変更している場合に変更交付
申請を行い、再算定をするため。

補助対象経費の内訳
電気自動車充給電設備　(V2H) 150,000

家庭用燃料電池 500,000

一体的導入（太陽光+HEMS+蓄電池orV2H) 1,421,600

（5,520,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

家庭用蓄電池、HEMS、電気自動車充給電設備、家庭用燃料電池、太陽光発電システム（太陽
光発電システムは、一体導入時に限る）を設置する者に対しての補助をし、導入の促進をする。

補助事業者の会計全体の決算額（支出）

補助金の使途

うち補助事業全体の経費

うち補助対象経費 5,221,600

住宅用蓄電池 2,950,000

HEMS 200,000

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

　－

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

市内の住宅用地球温暖化対策設備 （住宅用蓄電池、HEMS、電気自動車充給電設備、家庭用
燃料電池、太陽光発電システム（太陽光発電システムは、一体導入時に限る。））を導入すること
で家庭から排出される地球温暖化ガスの発生を削減することができる。

令和元年度実績 令和2年度実績 令和3年度実績 令和4年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
4,709,600 6,048,800 5,221,600 7,360,000

（3,911,600 （4,828,800 （3,917,600

犬山市補助金等交付規則 要綱
愛知県住宅用地球温暖化対策設備導
入促進費補助金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

公募により選定 補助開始年度 平成20年度 補助終了年度 未設定

関係規定

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

（対象市民）蓄電池：59、HEMS：20
充給電設備：3、燃料電池：10
一体的導入：15

代表者名 　－

　－ 条例

補助金の交付状況に係る調書【令和３年度交付分】

市の担当部課 経済環境部環境課

問い合わせ先 0568-44-0344
補助金の名称

住宅用地球温暖化対策設備導入促進費補助
金


